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1聖母伝承と宗教芸術
植　田　重　雄
　バレスチナの地に発生した原始キリスト教は，やがて伝道布教が・ローマ帝
国の文化圏にひろまるにっれて，夫きた変容をもたらした。その大きな変容の
一つに聖母崇拝，聖母信仰がある。それはカ、トリヅクが広まり，ヨーロヅバ諸
民族にはいっていったとき，特有の宗教形態をとるに至った。特有であるとい
う意味は，原始キリスト教と比べてのことであ飢中世，ルネサソス，近世・
近代，そして現代に至るまで，聖母あるいは，聖母とイエスを主題とした彫刻
や絵画，音楽は枚挙にいとまないほど，広くかつ深くヨーロッパ文化の中に浸
透しているので，この現象はごく当然のものと考えられている。しかし，この
ことは，けっして当然なものでも，自然なものでもたく，宗教的な精神活動の
いと孜みによって，徐々に形成されたのであり，きわめて一般的で世俗的な形
態が普及するようになるまでには・かならず具体的に一人一人の人聞の心情に
宿り，その人を動かし，また他の人々をも動かす根強い運動があった。
　原始キリスト教において，マリアは重要な位置を占めていない。少くともマ
ルコ福音書では，イエスの家系とその言行がのべられているのが主であって，
聖母マリアは中心たるイエスの背後に見えがくれするだけであ乱ところが，
同1二共観福音書でも，ルカ福音書はイエスの出生について，かたり詳しく，L
かも，マリアの存在の重要牲が強調されるようになっている。一般に，聖書学
では，共観福音書の中で，マルコがもっとも古く，マタイ，福音書がこれにっ
ぎ，ルカ福音書，ヨハネ福音書がおくれて成立したと見ている。この成立の順
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序は，時間的差異とみるべきか，あるいは地域的差異（パレスチナ各地の原始
教団の保存した思惟の差異）と考えるべきかには，いろいろ間題があろう。あ
るいは，両者の渥合が，共観福音書の異同を生んだと見られぬことはない。む
ろん，各福音書の異同を検討することも大切であるが，これら四福音書が合し
て，一つとなり，えがき出されるイエス像や聖母像，便徒像もあり得るという
ことも忘れてはならない。
「ルカ福音書」が，イエスの母マリアをとくに強調しているが，そこにはなみ
なみならぬ意図がうかがわれる。この福音書の記述老はルカ（Luka）という医
老であった。しかし，イエス伝承をおこなった伝承者は幾人いたかは明らかで
ないにしても，伝承者の話しにしたがって，のちの福音記述者がまとめたので
ある。ルカ福音書の伝承者は女性ではあるまいかと捷定してもよいほど，他の
福音書とちがう女性らしい表現と配慮がある。「われらの問に成しとげられし
出来事を，はじめより親しく見たる人々にして，御言葉に仕えし人々が伝えし
ままを物語に書き連らねんと，多くの人が手をそめたれど……」（ルヵ1／1，
2）「御言葉に仕えし人々」とは，イエのス言葉を伝承して，当時の教団の人
々や，一般の民衆に語りつたえた伝承者（説話者）である。こうした伝承著の
言葉をルカが書きとどめ，総督テオピ剛こ「順序正しく書きつづった」（同1／
3）のがルカ福音書である。この福音書に語られている聖母伝承は，大略っぎ
のような説話に分れている。
　1．ザカリヤとエリザベツの間に生れるヨハネの誕生とヨセフとマリアの問
に生れるイエスの誕生の予告，
　2．受胎告知，マリアと天使の対話，
3．マリアの讃歌，
4．ベツレムにおげるイエスの誕生，
5．イエスをともなってマリアとヨセフのエルサレム宮詣で，
61ガリラヤにおげるイエスの福音と母と兄弟。
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　以上の6っの項目に分けられるが，いうまでもなく，ルカ福音書でとくに重
点をおいている個所，精彩のある叙述は，なんといっても，受胎告知とイエス
の誕生である。（マタイ福音奮も表現がちがうが，やはりイエスの誕生の説話
をつたえている）。天使ガブリエルはマリアのもとにあらわれ，「おそるるなか
れ，マリアよ，なんぢは神より恵みをうけたり。見よ，なんぢはみごもり男子
を産まむ。その子をイエスと名づげよ……」。マリアは答える。「いかにして，
かかる事あり得んや。」天使がこたえ「聖霊なんぢに臨み，至高の老のカがな
んぢをおおわん。ゆえに，生れ出づる子は聖なるもの，神の子ととなえられむ。
　・・神には，なし能わざることなし」マリアは「われは主のはしためにすぎず，
御言葉のごとく，この身にならせ給え」と答え，やがて，天使はマリアのもと
から離れていった（以上ルカユノ28－38）とのべている。
　すでにルカ福音書では，伝承の中でこのように天使とマリアの対話が劇的に
生れている。まことに劇的という以外に表現しがたいものである。共観福音書
は，どれをみても，すべて始めから終りまで劇的な構想をもっているといって
よい。人問の行動的な生活は劇的恋形態において最高のすがたをと乱聖母伝
承もまた，次第に劇的なすがたをもつようになるに至っれイエスの悲劇の伝
承がひろまって以来・2，30年・それぞれの宗教的資料が編纂集成されたとき，
新たにルカ福音書のような形が，教団の一派の中に語られていた。すでに，イ
ーエスの行為がユダヤ人異那人の間に認められ，その母のマリアもまた聖者の母
として讃美されるようになった。原始教団は一つの信仰共同体であるから，詩
篇以外の宗教詩が新たにつくられ，歌われていたらしい。この「マリアの讃
歌」といわれるものは，ユダヤ関係の資料からは，ほとんど類型を見出すこと
ができない。ルカ福音書によれぱ，マリアはエリザベツを訪ねた。一方は予言
着ヨハネ，他方はイエスを生むわけで，たがいに身の上を祝福しながら，マリ
アが神に向ってつぎのように歌う。
　わが魂は主をあがめ，
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　わが心は救い主なる神をたたう。
　この卑しき女をさえ，心にかげ給えぱなり。
　今よりのち，代々の人々は，われをさいわいなるものといわん，
　力ある御方，われに大いなることをなし絵えぱなり。
　そのみ名は清く，
　そのあわれみは，代々かぎりなく，
　主をかLこみ恐るる者の上に及ぱん……」（ルヵ1／47－50）
　なおこの後に十行ほど詩句がつづくが・それはおそらく対唱として朗唱され
たものであろう。
　っぎに聖母の姿が浮び出るのは，ベツレヘムの誕生であ私荒野に生活する
質朴な羊飼たちは「なん1二らのために救い主が生れたり。この方こそ主なるキ
リストなり」という天使の声をきき，さらに，天の軍勢と天使が，rいと高きと
ころに，神の栄光あれ，地には，神の心にかなう人々に平和あれ」（同2／14）
讃美する歌をきいて，ベツレヘムの飼葉桶にねむる幼児を拝す飢世の救い主・
聖考が異常な出生を行うという伝説は，聖徳太子の場合にも見られるように，
広いオリエソト文化圏の聖老伝説にひろがっていた。また・マタイ福音書に・
東方の博土（賢者）たちが，星を目1二るLにマリアとイエスをベツレヘルムに
探し出Lて，黄金，乳香，没薬，宝物などをささげたという伝承も，広くオリ
エソト文化圏に広まっている聖者伝説である。
　っぎに，ヨセフとマリアは，エルサレムにのぽって，神殿で割礼をほどこL
たとき，シメオソという年老いた信仰老が幼子イエスを腕にだいて・rわが目
は今なんぢ（神）の救いを見た㌦この救いはなんぢが万民の前に備えLもの・
異那人を照らす啓示の光，イスラエルの民の栄光なり」（同2／30－32）と讃美
し，さらにシメオソは母マリアに，「見よ，この幼な子は，イスラエルの多く
の人を倒れさせ，あるいは立ち上らせんために，また反対を受くるしるしとし
て定めらる。一また，なんぢ自らもつるぎにて胸を刺し貫かれん一そば多くの
　656
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
人の心にある思いが，現われんためなり」（同2／34，35）といってい飢母マ
リアもイエスの死によって，「つるぎにて胸を刺し貫かれる」想いを味わなけ
ればならぬ運命の下にあり，それは「多くの人の心にある思いが，現われんた
め」であった。他の福音書に比べて，こういったマリアの存在の叙述は，内面
化されており，悲劇の遇程を暗示している。おそらく，イエスとならんで，マ
リアのあり方が省みられるようになった資料であることを示すものであろう。
　福音書では，聖母が前面にでてくるのは，宮詣までであって，そののちは，
イエスの宣教と十字架の悲劇が主題となる。ところが，中世にはいるとともに，
聖母はイニスと悲しみを頒ってたえずわが子の行為を見守る母とLて語られる
ようになる。のみならず，「聖母の生涯」として受胎告知から昇天に至るまで
の一代の記録が語り伝えられ，美術にまで表わされるようになる。ルカ福音書
やマタイ福音書の出典に依拠しながらも・たお・つぎつぎと聖母伝承が生れ・
イエス像とともに，完壁なマリア像が生れたのである。そこには・中世の人々
の信仰の清熱があった。マリア崇拝は，キリスト教にとって第二次的宗教現象
であるので，取除くべきだと主張するプロテスタソトの神学者もあれぱ・キリ
ストあってのマリアであることを考えねぱならぬと説く人々もいる。だが，極
端な神学的な区別立てにはしるのは・近代以降のことであって・イエスと聖母
の一体的な生き方に多くの意味を見出した中世の人々にとって，それを生み出
して，よしとする志向性が強く働いていた。別な例をあげるたらぱ，仏教の観
音信仰の場合もまた，これに類似の宗教現象が見られる。観音菩薩（Avaloktes－
vara　Bodhisattva）は，経典では明かに本質的には善男子であると記されてい
るにもかかわらず，いつしか，女性化され，女性として崇拝する傾向が生れて
いった。観音信仰には応現身として，あるいは・変化三十八身のことが説かれ
ている点で，女性化は可能である。同蒔に，仏の慈悲のすがたを，やさしい母
性的た表現となり，ついには，女性のすがたをとるに至る。本来，仏躰はかた
ちをもたず，男性でも，女性でもないのが本源であろうが，人間が感取し受
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げ入れ，表わすものは，こういった遇程をとらざるを得ない。
　キリスト教における聖母崇拝は，当時の諸民族，諸文化の中でみてゆげぱ，
げっして特殊な現象ではない。エジプト，ローマ，シリアの聖母子信仰がその
周囲にあり，その交流の申から，高度な人格的意味に昇華Lていったものとい
えよう。あるいは，聖母信仰の中には，世界の普遍的な母神信仰，大地母神崇
拝の要素が根深くはいっていることを見逃すわけにはゆくまい。この母神信仰
の形態は，原始宗教からずっとつづいているもので，ゲルマソの原始宗教にも，
濃厚に残存していた。大地を母神として崇拝し，あるいは，穀物果案の豊饒を
祈ることは，キリスト教がはいってきたのちにも，聖母崇拝の中に，かたちを
かえて摂取されていった。ヨーロッバの各地に，りんごや葡萄ざくろその他の
果実や小麦などの穀物を手にした聖母子擦が見られるのは，農民の心の奥にあ
る根源的な願望の表現である。
　キリスト教の母胎であるイスラエルの宗教には，母性，あるいは女性神崇拝
の傾向はない。むしろ，強くそういった傾向を否定して成り立った宗教である。
たとえぱ，神は「父」と呼んで，母なる神とはいわない。旧約聖書にでてくる
神性の比楡は，つねに父性的なもので表象されており・ユダヤ人であり・ユダ
ヤ的環境に生きたイエスもまた当然神を父と呼び，自らを〈子〉と呼んで，そ
の父と子の人格関係を生きぬこうとしでいる。一般に自然宗教や多神教では，
神の両性をみとめ，男性神にたいして，女性神を想定している。このことは，
神々が人間と同じように，男性的な性椿と女性的な性格があると考えるからで
あり，その両者を根源的生命力と見なす宗教の見方は，オリエソト世界に広く
存在していた。オシリス，イシスや，アシュタロテ・バールタソムーズの祭儀
など枚挙にいとまないほどである。イスラエル宗教は，こうLた見方に，理論
的であるよりも，倫理的に反援低抗した。このことは，イスラエルの厳粛た神
の観念，世界観からは，到底許容しがたいものであった。
　これにたいして，キリスト教は別な考え方をもって，母神的な要素をとり入
　658
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れていった。それはイエスの母マリアが，神の意志を受けとるという＜啓示〉
の考えである。したがって，マリァはあくまでも地上の一女性であり，子の母
にすぎないが，神によって聖化された存在となる。マリアはギリシアのアルテ
ミスや，シリアのアシュタロテのような女神ではないが，聖母として崇拝され
るようになる。それゆえ，マリアは広い母性的な愛の象徴的な意味をもっので
あるが，あくまでも，神が人間に啓示した人格的在関係によってのみ成り立っ
のである。キリスト教において，ユダヤの超越的で厳粛な神観念を害わずして，
同時に人間性の中に根ざしている母性的な愛の観念を〈啓示〉によって，結合
した。一般に大地母神と聖母崇拝の閻に類似現象が見られるが，そういった比
較検討だけでは充分ではなく，やはりその宗教性が達した到達点を考えねぱな
らぬであろう。その意味から見て，母神的な一切の要素が，マリアにおいて神
と人閻の問の人格的関係に転換変容されたことに注目する必要がある。われわ
れはこうした点を前提としながら，原始キリスト教から中世へと展開するマリ
ア伝承を考察してみることとす私
アブラハム　コウリー（Abr独m　Cow1ey）の詩，r受胎告知」はつぎのよ
うに表現している。
マリアは美しい春の平野を歩いていたσ彼女の眼ざしは深い想いがあり，そ
の中には，あの古い暗い罪の痕跡はなかった。測りしれぬ神の恵みのかがや
きによって，ひろびろとLた花の咲いている野に徴光がみち，
天の光と世界は一っに融げ合おうとしていた。
そのとき，はるかな雲のへりから，
天使がはなれ，天にただよい，
659
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処女のもとにおりてきて，深く礼しながら，
み言葉を語り，まわりの一切は沈黙していた。
rめでたしマリアよ，神のめぐみ，なんぢとともにあり，
なんぢによりて祝福されたるを知るもの，
すべてつねになんぢを祝福せん，
おおマリアよ，なんぢの胎は聖霊により世の救い，神の子を宿さん，
よろこべ，神はかくもなんぢに大いなることをなし給えり」。
天使はかく語り，はやも消えていった。
これらはマリアに従順とその報いとなってとどまったのであ孔
　コウリーは天使の告知を，広々とした春の野原にもってゆき，より多く自然
の祝福の申でマリアの神秘の悦惚の告知をえがこうとしている。これにたいし，
リルケ（Rainer　Ma由Rilke）は，rマリアの生涯」（Das　Marien－Leben）を
1912年1月，ドウィーノで詩作した。
　…・・天使のまなざしと見上げるマリアのまなざしがはげしくうち
　あたかも外部の一切が空しくなり，
　幾百万の人々が見たり，駆り立て・になうことのすべてが・
　天使とマリアの内部へと凝集してゆき，
　ただ彼と彼女だげがそこにあった。
　見ること，見られること，
　見る眼と見られるすがたは
　この場所以外どこにもなかった，一
　見よ，このことがマリアを驚かした。
　そして，天使とマリア双方が驚いた。
　660
かくして，天使はその歌を歌ったのである。
　告知の情景をリルケはこのように歌っている。コウリーの作品に比べ，ずっ
と内面化されておる。ただし，聖書を読みふげっているマリアの部屋に，太陽
の光や月の光が射しこむように，天使が訪れるという表現は，中世絵画や彫刻
に糖かれているもので，おそらくリルケもこうした宗教画や彫刻を沢山見てい
るであろうし，この聖なる瞬間のありさまを，やはり心に思いうかべて詩想と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡ヌテイソクしたと考えられる。リルケは外面的な叙述をさけて，極力告知の神秘の中心的
内容にせまってゆく。それはマリアと天使が，相互に相手を〈見る〉という行
為にもっともよくあらわれている。このことについてのちにふれることにした
いが，チェコの瞑想的な詩人リルケも，中世以来の宗教的構想をはなれていな
いことにここではまず注目しておく。普通，日本における近代ヨーロッパの文
学史や研究などでは，リルケは無神論者，不毛の時代の実存の詩人のような扱
いをしているカミ，公平な見方ではない。rマリアの生涯」やr時藤集」，rドゥ
イノの悲歌」，r巡礼の歌」などをみれぱ，はっきり彼が宗教的な瞑想を背負い
っづげた詩人であることがわか飢つぎに哲学者ガルディニの論をあげてみる。
rマリアをとおして，神の子の人間になることが成就された。しかし，このこ
とはたんに自然的なものでたく，童づもって宗教的一人格的なものである。マ
リァはたんに胎に宿すということでは放く，神の子の〈母〉となった，このこ
とは彼女によって自由の中に肯定された。……天使の福音は，たんにマリアが
独特な存在にたるという告知ではなく，彼女が召命の自由に関わり，救いへの
奉仕を求められ，そのそなえがあるかどうかをたづねられたということである。
この瞬間において，マリアの個人的生活とすべてに妥当する啓示の出来事が一
点に融合するのである。マリアによって求められたものは，貫きがたいもの一
純粋改信仰への歩みである。……マリアによって，求められた信仰の態度は，
最高度に旧約聖書的である。それはたんに教えとの一致，絶対的な現実の肯定，
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あるいは，神の秩序への人格的た自已結合だげではなく，神が今ここに働きか
けているという認識であり，召命にたいして共に働きかけようとすること，
〈知られざるもの〉に従うことであったパー・彼女はその後の生活を普遍的法
則にしたがわせた宗教的内面性を信ずるだげではたく，こういった信仰の中で
彼女の人間的女性的存在の形を受け入れた。あるがままの彼女のすべてが，信
仰の成就である。このような信仰をもちながらマリアは，旧約聖書から新約聖
書へと移ってゆく，すなわち，キリストを信ずる著となるのである。」
　中世の宗教詩人タウラーこは，rアヴユ　グロリオヅサ」（A∀e　Gloriosa）の
讃歌がある。煩をいとわず，引用する。
アヴェ　グロリオツサ
処女にして，天后
美しき天の薔薇
天使らを統ぶる女王よ
とざされし僧房に
神自ら入り絵えば
なんちよりみ言葉をきくとき
われは高き愛の烙にもゆるごとし
きびしき霜おそい来り
あわれみ深きを思い出でよ
この世をかくも悪しくなし
いと可憐の花をも消えゆくゆえに
われはなんぢのみもとに逃る
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おおなんぢすぺての感覚をこえ，
なんぢは深く，きわみ次し。
人の舌，聖書，すべての言葉は
なんぢを讃美し
底んぢはその中心なり。
なんぢを讃美せよ，エルサレムよ
なんぢはこの地を聖くせり。
恋んぢをよろこべ，ナザレの花よ
神がなんぢをきよく受げいれ
彼女のみが神を受けたり。
よろこびを語れ，ベツレヘムよ
たんぢはわが想いをよく知る。
祝福をうげよ，ヨシヤパテよ
よろこびの胎は高貴の宝石
にあり。
Ave　gloriosa
megede，kuniginne；
schone　himel　rose，
menschell　loserinne，
der　enge1keiserinne，
wol　bes1ozene　klose，
got　was　selben　drime　l
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swenne　ich　von　dir　kose，
so　ist醐ir　alse　ich　brinne，
daz　fi㎝der　hohen　mime．
Frost　ist　kon1en　und　zitelosen；
merke，erbemeri㎜e，
daz　diu　welt　so　sere　bose，
hi1f　seit　si　zerrinne
daz　ich　zvo　dir　entrinne．
Och　bistu　diu　gmndelose
tief　uber　a11e　sinne；
zungen，buoch　und　a11e　glose
lobent　dich，meisterime，
du　bist　der　kerne　dar　inne．
Lob　dich，ierusa1eエn，
du　bist　da　wart　diu　reine；
urowe　d．三ch，blueme　nazareth，
da　got　enphieng　diu　reine，
da　si　got　fant　a1leine．
Sprich　von　urouden，bethlehem，
du　weist　wo1waz　ich　meine．
selich　bistu，iosaphat，
da　lag　ir　froun　gebeine
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in　eime　merme1Steine．
　このような聖母讃歌は，数えきれぬほど，中世以来つくられ，教会や御堂で
歌われてきたし，また，今目までずっとつづいている。「アヴェマリアおお，
罪なくしてみごもれるマリアよ，われらがために守護とたり給え」（Ave㎜aria，
0maria　ohne　Siinde　empfangen　bitte揃r　uns，die　wir　z1ユDir　unsere
Zu舳cht　nehmen）などとしるしている遣標が，町や村落のいたるところに立
っている。実際，聖母信仰はヨーロッバ全体をつつみ・多彩な感情と表現をは
ぐくんでいる。文学や音楽と同じように，彫刻や絵画にもたくさん表わされて
いった。大体，中世期には，聖書を読む人々はひじように限られている。ヨー
ロヅパの一般の人々がキリスト教に接するのは・文献としての聖書よりも・語
り伝える説教の伝遣僧や伝承者からであり，教会という宗教共同体である。し
たがって，教会や御堂の建造物，聖老の記念碑そLて，堂内に安置されている
彫刻や絵画が直接身近かに人々に宗教を語るものであった。広く聖書が読まれ
るようになったのは，グーテソベルクの印刷機の発明以後であり・とくにルタ
ーの宗教改革後，ラテソ語から自国語で読めるようになってからのことである。
それゆえ，美術はなによりも，聖書が語っている核心を表現するもので汝けれ
ぱならなかった。同時に芸術家たちにとって，いかにして自已の宗教的な情感
や敬度な心持をその生活の中から感じとり，創作してゆくかが内面の切実た問
題となっていった。人々は宗教的主題の美術を見ることによって，聖書にえが
かれたイエスの悲劇的なすがたや，歓喜や祝福のありさまを脳裡に灼げっくよ
うに感じ，自らもその意味に参与Lようとするのであ飢
　第1図は，ベアヅトーアソジェリコ（BeattoAngelicoあるいはフラアソ
ジェリコFra　Angelico）の受胎告知図である。アソジェリコ（1387－1455）は・
修道僧として，やがて画憎として晩年（1436年），フィレソツニのサソマルコ寺
院の壁にたくさんかきのこした。この受胎告知の図は，その中ですぐれた作品
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である。マリアは丁度サソマルコの修道院の僧房から出てベラソダで，天使の
告知をきいているのではないかとおもえるほど・この建物は修遣僧の祈りと瞑
想にふさわしい構図であ私フレスコ画法によるもので，マリアと天使の出会
いの場面が夕日の射す部屋の窓・庭の草花の丹念な表現や垣根の彼方の森など，
三次元の手法をとっている。この主題のために一切が単純され，天使は胸に手
をあて，ひざまづいてマリアを凝視し，マリアもまた，神の言葉におどろきを
押えたがら・天使を見つめてい飢まえにのべたリルケの詩句r天使のまなざ
しと見上げるマリアのまなざしが，はげしくうち，あたかも外部の一切が空し
くなりジ…・・天使とマリアの内部へと凝集し，」という表現は，このアンジェ
リコの作品を見・あるいは思い浮べたがら生れたのではないかとおもうほど
に・調子がたかく・中世の敬産な繕神がみたぎってい飢リオナルド　ダ　ヴ
ィンチの同じ主題のr告知」などは・あまりに幾何学的な構図で，その繕神性
においてアンジェリコには及ばない。アソジェリコは祈りをささげながら画筆
をふるったといわれている。サンマルコの多くの祈りの僧房，壁のいたるとこ
ろに彼の作品がのこっている。
　ここに掲げたr第2図」は，フラソドル派の画家，ロジェヴァンデル　ヴァ
イデソ（Rogier　Van　Der▽eiden）のr受胎告知」である。ヴァソ　デルヴァ
イデンは1399年頃，トウルネに生れ，1464年に残した。ブリュヅセルにおいて
厚蓬をもって迎えられ，いくつかの傑れた作品を残したと伝えている。
　フラソドル派の絵画は，イタリアやフラソスに比べ，重苦しい画法であるが，
ヴァソ　デル　ヴァイデンは・この重苦しさを荘重な気分にかえる力偏をもっ
ていた。キリスト降誕にあたり，東方の賢者（あるいは王）が礼拝するために，
ベツレヘムの馬小屋を訪れたところである。この絵の背景の町はミデルブルク
（Mide1Burg）であり，当時のヨーロッバ人はみな，自己の生活にひきつけて
この宗教的な内容を表現するのがならわしであった。マリアのかたわらに敬崖
なヨセフがたたずみ，乳香没薬をたづさえた賢者がひざまずき，そのうしろに
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羊飼いの姿が見える。賢着たちの服装はすべて，ブルゴーニュ宮廷の豪華な風
俗をうっしている。それゆえ，これらの人物は，当時の人物を写したものとい
われている。その中にあって，マリアの深青色の衣は，天上的な象徴を示し，
イエスをひざにのせ，しづかにものおもいにふげっている。左手を胸にあて
て，神の意志を改めて想いおこしているマリアは，この祭壇画の華麗な装飾的
雰囲気をひきしめて壮重なものにしている。フラソドル派は，こうした賑やか
さと色彩の豊かさを愛好する気質があるが，彼の場合，よく調和を保ってい
るo
　第3図，第4図，第5図はルカ　デラ　ロビァ（LucaDe1laRobbia，1400～
1482）の「聖母子」である。稿をかげたこのテラコッタ風の陶製浮彫は，ロツ
ビア家の特技として伝えられ，甥のアンドレア　ロヅピァ（Andrea　Rabbia）
ジォヴァンニ　ロッビァ（GionvamiRobbia）などによって，16世紀半ぽまで
っづいた。陶磁器のもつ柔らかな・光沢は・金属や石や木材などでは出し得た
い独特な味わいがあり，こうした色合いと光沢を生かし，しかも多くの色彩を
用いず，純白と紺地の単純な色で，聖母子の清純と優美を最大隈にあらわして
いる。ルネサンス期の作品が，多くは写実的方向をとり，現実の人問に近づい
ている中で，ロヅビアのこのような作品は，写実性を充分生かして，しかも敬
慶な中世の宗教感情が聖母子の無心のすがたをつつみ，この世ならぬ神秘な美
しさを予感せしめる。一般にルネサンスの聖母子の作品は，現実的な人問性に
たりきった作風が強い。Lかし・反面では宗教的た清熱によっに生まれた中世
的なものが，真に開牽した時代であることも忘れてはならない。その意味で，
フラ　アソジェリコやルカ　デラ　ロヅビアの流れはもっとも純粋な中世の完
成であるといえよう。つぎの詩はギョーム　テユフェ（Gul1la㎜e　Du血y）の
作曲したマリア讃歌である。
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花の中の花，
園の泉，
天極の女王，
めぐみの希望，
喜びの光，
苦悩を医し絵う老，
若き著の魅力，
善の典型，
罪より守り給う考，
敬度なる平和の中に，
なんぢを敬まう人々をゆるし，
なんぢをあがめる人々を助け，
あわれみたまえo
（F1os　f1orlユm，
Fons　hortomm，
Regina　polomm，
Spes　veniae，
Lux1aetitiae，
Medicina　dolorum
Virga　recens
Et　virgo　decens，
Fomabonom，
Parce　reis
Et　opem　fer　eis
In　pace　piOrum．
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　Pasce　tuos，
　Succurre　tuis，
　］〉【iSerere　tuOmm．）
　つぎの歌は17一七世紀頃ドイツで歌われたアイヒスフェルト（Eichs免1t）の
巡礼歌といわれるものである。今日でも教会から教会へと巡礼を行う敬崖な人
々によってうたわれているo
　マリアは茨の森をゆき給えり
　主よあわれみ給え
　キリ呈呈レイヅソ
　マリアは茨の森をとおりゆきぬ
　7年も葉をっぼぬ茨の森を
　イエスとマリアは！
　マリアはその心に何をいだきLや！
主よあわれみ給え
　キリ’‘レイチソ
　苦しみなき幼な児を
　マリアは心に抱きぬ
　イ土スとマリアよ！
　そのとき茨は蓄薇め花ををっげぬ
主よあわれみ給え
　キリ’ユレイゾン
幼な児が森をとおりゆきしとき・
茨は薔薇の花と咲きぬ
　イエスとマリアよ：
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（Maria　durch　einen　Domwa1d　ging，
Kyrie　e1eison！
Maria　durch　einen　Domwald　ging，
Der　hat　in　sieben　Jahren　kein　Laub，getragen，
Jesus　md　Maria！
Was　tmg　Maria　unter　i㎞em　Herzen？
Kyrie　eleison！
Ein　k1eines　Kindlein　ohne　Schmerzen，
das　trug　Maria　unter　ihrem　Herzen．
Jesus　und　Maria！
Da　haben　die　Domen　Rosen　getragen，
Kyhe　eleison！
A1s　das　Kindlein　durch　den　Wald　getragen，
da　haben　die　Domen　Rosen　getragen．
Jesu　und　Maria！
　蒲樵とした茨の森に，薔薇の花が咲くという表象は，中世以来の素朴な人々
の心におのづから生れたイメージでもある。むろん薔薇は花の女王であり，マ
リァの象徴で，教会のかなめ石，アーチのくさび石にの薔薇模様がしばしぱ用
いられているoマルティソ　シ宮ソガウァー（lMartinSchongauer）の「ばらの
簾の聖母」（コルマー・サンマルタソ）やシュテファソ　ロホナー（Stefan　Lo－
chner）のr薔薇園の聖母子」があ私ロホナーはドイツゴチヅクの巨匠の一
人で，ケルソドームの祭壇画で腕をふるい新Lい様式を生み出した。生年は明
かでたく，残年は1451年と推定されている。ボーデソゼーのメールスブルクの
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生れで，40年代にケルソに移ったという。彼はドイツのフラアソジェリコと
もよぱれるほど・その作品は敬崖な感情にみちている。第5図はそれである。
薔薇の咲いている庭にマリアは幼児をだいている。青衣をまとい頭にはかがや
く宝冠をかむり，胸飾りは高貴さをあらわし，荘厳さにみちた女王にふさわし
くえがかれてい私しかし・やや伏目がちのマリアはどこかあどげなく少女ら
しさをのこしている。このマリアとイエスをかこむ子供の天使たちは，おもい
おもいの動作をして母と子をよろこぱせようとしている。どの天使もおでこで
無邪気た子供であり，ハープをかきならし，マンドリンを夢中にひいているも
の。薔薇の花の美しさに見とれて摘もうとしているもの。手を合せて祈ってい
るもの。果物（りんご？）をたくさんつんだ天使たちが，イエスに差し出して
iいるすがたがえがかれてい飢ロホナーは子供の姿をえがくのを得意とし，幼
児を天国に入るものとおもっていた。そして，この情景に金色の光の幕をひろ
げている青衣の天使二人が空におり，神がじっと見下している。まさにマリア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…スデイカーの心にえがかれた神秘の悦惚の体験内容の状景である。この作品には神秘家の
瞑想の世界が濃厚にあらわされている。ドイツの絵画は，フランスやイタリヤ
のそれに比ぺて，硬直し，色彩も不鮮明がちであるが，ロホナーはドイツのミ
スティヅクの精神をえがき得た稀れな巨匠というべきであろ㌔ちなみに，ケ
ルンには多くの神秘思想家が輩出し，とくにマイスターエヅクハルト（Mei・
ster　Eckhardt）のような空前絶後の宗教哲学者が活躍している。ロホナーの
神秘的な敬崖性は・ドイツゴーチヅクの代表ともいってよいかもしれない。
　っぎにマリアの子守歌をあげておく。
「ねむれ，幼児よ，ねむれ」
とマリアは歌う。
rねむれ，わが子よねむれ」
とヨセフがささやくo
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rよき子よ，わたしを枕にするがいい
そしてねむりなさい！
わたしは藁をととのえました
かわいい子よ　よくねむりなさい
おまえは歌が好き
羊飼たちが笛を吹くように
いいましよう
だれも歌ったこをのない
羊飼だけの清らかな美しい讃歌を，
あの笛で吹くように。」
　この歌は，中世から伝わる子守歌で，ベツレヘムの粗末な馬小屋を想像して
いるのであろう。質朴な農民の中からおめづから生れたもので，彼らは貧しい
生活の中で，このような歌を口ずさんで，子供をねかしっげたのである。聖書
によれば，ベツレヘムの聖子の誕生を知ったのは，敬崖な羊飼たちであった。
ここには，牧人や農民たちの誇りもこめられている。子守歌にまでこのように
マリアの生涯を，人問の母子のすがたの典型としそえがかれているのである。
羊飼たちにリルケも「々リアの生涯」でつぎのように歌っている。
わたしはあなたがた（羊飼）に信頼してい乱
あなたがたは沈黙しているがゆえに。
すべてが
心すなおな信仰者のあなたがたに打ちあげるのだ。
日の光と雨はかたる，渡り鳥，風なんぢらは
互いに他をそこなわず，
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互いにゆたかにして空しくなることなレ。
（……Euch　vertrau　ichs五denn　ihr　seid　verschwiegen；euch　Gra刮釦bi
gen　redet　h童er　al1es．Glut　und　Regen　spricht，der▽oge－Zug，der
Wind　md　was　ihr　seid，keines　Oberwiegt　md　w宣chst　zur　Eite1keit．
sich　m乞stend　an．…・…・・）
　すでに早稲田商学195号でふれたように，共観福音書では，イエスの受難前
後，聖母にっいての記録は，ヨハネ福音書で一部わずかにふれている以外ほと
んど沈黙している。しかるに，中世伝承は，イェスの母として，イェスとよろ
こびゃ苦しみをともにLたマリアの伝承が急速に力強くひろがってゆき，ゴル
ゴタの丘に，使徒とともにたたずみ，その最後を悲しみ，やがて復活を知り神
への信仰の中に生きつづけ昇天して神母としての戴冠の栄光をうげるという劇
的な伝承にまで成長した。この発展は中世の人々の宗教的情熱のしからしめた
ものであるが，また，聖書の沈黙の個所に，新しい光を投じたともいえる。イ
　　　　　　　　”セテイツクエスの生涯がすべて悲恰な劇的生涯であるごとく，その母のマリアの生涯も劇
的な内容をともなってくるのは，自然である。っぎの詩はヤコーブ　バルデ
（Jakob　Balde）のr＋字架の下にたつ聖母」である。
なんぢの苦しみは，いい表わLがたし，されどなんぢはたてり，
お∫聖母よ，聖なる十字架のもとに，
底んぢの胸を押えながら。
なんぢの見るもの，なんぢを見る人々，友と敵
剣が血しほの心臓に深く刺し賛く，
されど見よ！
マリアはしづかにわが子を見っむ，
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苦しみはすぺての力をつかいはたし，
彼女はわが子の死を見つめつ∫く，
お∫気高かき悲しみよ，
なんじの静げき苦しみを頒てよ，
お土われもともになんぢの苦しみを頒たむ！
　第6図は「嘆きの群像」で，イエスを十字架からおろし，垂毒や弟子たちが
かたしんでいるところである。作者ばティルマン　リーメンシュナイダー
（Ti1man　Riemenschneider1460～1531）で，彼にっいてはすでにふれた（早稲
田商学195号r神秘思想とゴチヅク彫刻」昭和42年参照）。
　ここでは，先年ドイツ滞在中バイエル：■地方を歩いたとき，その作品につい
て書きとめておいたものをつぎに抄録す飢
　南ドイツのバイエルン州にあるヴェルヅブルクは，中世の面影をのこしてい
る都市の一っで，なん度訪れても強い印象を与える。まどろむように，赤く濁
って流れるマイソ河，つやつや輝いている葡萄畑の丘陵，ここはフランケンの
葡萄の産地である。中世の面影をのこしている古城や教会，石橋などのたたず
まいなど，すべてはヴユルツブルグの町を忘れがたくさせる。しかし，とりわ
げゴーチヅク彫刻の巨匠ティルマソ　リーメソシュナイダーの作品が沢山保存
され，しかも彼の悲劇的た終焉の地であることが，わたしにとって忘れがたい。
彼の晩期の作品，＜嘆きの群像〉はこのヴユルツブルグから北へ約10キロ，な
だらかにうねりつづく丘陵の森と牧草地の中にとりのこされたマイトブロン
（Maidbr㎝n）というさびしい村落にある。プライアッハとよぼれる小川の流
れには昔ながらの水車小屋が音を立て，淀みには家鴨や鴨が浮び，荷馬車が石
だたみの道をきしみながらおりてゆく。ひっそりと眠っているような小さな村
落である。マイトプロンは，聖処女マリアにちなみ，＜乙女の泉〉という意味
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である。1232年頃，ベネディク十派の尼修遣院がここにたてられた。しかし，
その後，廃止されて，現在のマイトブロソ教会とたった。尼修遣院の石材をそ
のまま使ってたてられた。この教会は見るからにその古い歴史を物語ってい㍍
　この教会の祭壇に，リーメンシュナイダーの〈嘆きの群像〉の浮彫りがある。
高さ2メートル，巾，2メートル50の石の枠に，はめこまれ，群像は1メート
ル20から1メートル30の高さである。
〈嘆きの群像〉とは，十字架上にいたましい死を遂げたイエスを，取りおろし，
弟子たちが悲しむ図である。
　マタイ福音書によると，イエスの弟子の一人アリマタヤのヨセフは，富裕で
思慮ぶかい人物であるが，灰の金曜日の夕方，ローマの総督ピラトのもとにゆ
き，処刑されたイエスの遺体を葬るゆるしを求め，ゆるされて，亡骸をおろし，
亜麻布にっっみ，自分のためにっくっておいた岩の墓に，イエスを葬ったとい
う。埋葬にあたっては，マグダラのマリア，サロメマリアも行をともにしたと
ったえる。ルカ福音書によれぱ，十字架降架を手伝ったのは，アリマタヤのヨ
セフと彼がガリラヤから連れてきたガリラヤの二人の女となっている。ところ
が，ヨハネ福音書では，さらに乳香没薬をたづさえるニコデモが加わり，アリ
マタヤのヨセフと二人のマリアというごとにたってい孔
　中世期も半ば過ぎると，受難劇が広く各地で行われるようになり，聖母マリ
アは，この十字架の悲劇の中で，主要な彼割を占めるようになった。イユスを
生み，イエスを育て，その最後の死まで見とどける母親の苦悩とよろこびは，
たとえ，福音書の表面にあらわれなくともその奥にいつも母マリアの姿を，中
世の人々の信仰の情熱が浮び上らせたのである。
　受胎告知，イエス誕生，聖母子像，．十字架鼠嘆きの像（ピエタ），昇天の
マリアなど，いかに沢山の芸術の主題となったかについては，今さらとり上げ
るまでもないであろう。
　マイトプロソ教会の祭壇に彫られたリーメソシュナイダニの浮彫りも，当時
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の民衆が受難劇や説教でよく知っている題材であるが，しかし，その緊密な統
一と深さは見る者を高い世界へとひき入れるような力をもっている。石材はマ
イソ河谷産出の青灰色の砂岩で，比較的軟質で彫刻しやすい材質である。
　十字架で罪なくして死をと、げたイエスをおろし，カなく横わる彼をアリマタ
ヤのヨセフが支えている。胸に刺された槍のあと，両手をうちつけた釘の生々
しさにもかかわらず，神の聖意を全うした〈安らぎ〉と今すぐにも復活を示す
かのような〈清らかさ〉とがただよっている。わが子のもとにかげよって，左
手をとるマリアは，悲嘆に取り乱していないだけに，一層悲しみをさそう。、
（第7図）この母と子の訣別の像を中心として，左右前後に嘆きの群像の諾人
物が彫られている。
　母マリアを支えている青年はヨハネで，この悲しみの中に立ちながらも，何
か未来を待望しているかのように，男らしくじっと遠くの方を見つめている。
　ヨ！・ネと向い合いに木筒をたづさえる老人はニコデモであ私彼はイエスの
身体に乳香没薬を塗ろうとする。
　ヨハネとニコデモのうしろにたたずんで外衣のはしをにぎりしめて泣いてい
る二人の女性は，アリマタヤのヨセフがつれてきた〈ガリラヤの敬度な女た
ち〉である（第8図）。
　左はしに，横向きになって，外衣の端をあてて泣きむせんでいるのは，若い
サロメマリアである。右はしに，主イエスに香油を塗るべく．，壷をおいてひざ
まづいて，涙をぬぐっている女性はマグダラのマリアである。
　マグダラのマリアのうしろにいる髪の長い老人は，キレーネのシモンという。
ゴルゴタにおもむくイエスの十字架を，代って背負うと申し出た老人で，四囲
の悲嘆にじっと耐えている表傍が印象深い。・
　この浮彫りの中で，悲しみはもっとも遠くにいるガリラマの女たちから湧り
おこり，左右のマリア，キレーネのシモソと相和して，イエスと聖母をつつむ。
その聞に，立ち働く男性たちの姿も沈痛である。群像のどこにわれわれが眼を
6■5．
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向げても，嘆きの声が椙ひびき，一方が他方をさそい，全体が動笑となってひ
びいてくる。悲嘆の湧きおこる中心はむろん，イエスと聖母であり，そしてまた，
さまざまの悲泣が消えてゆくところも，イエスと聖母である。，さらに，ζれら
の群像の背後には，十字架がそびえたち，二人の天使が，いたわるかのように
暗い空に舞ってい私まさに彫刻に氷繕したミサ曲であ一飢
　中世には，受難劇（Passionspiele）がさかんとなり，各地で上演されたが，
それらは福音書を骨予としながらも，悲劇の主題を一層大きくひろげ，場面も
登場人物も数を増していった。宗教劇を演ずる舞台をそたえた教会もあれぱ，
野外や僧院の広場を用いることも多い。つぎにあげるものは，中世受難劇中の
キリストの死を嘆く場面のマりアの言葉であ飢ヘッセン州のアルスフミルト
（A1sfeld）で1501年，1511年，1517年に演ぜられた稿本が良好に保存されてい
るo
〈わたしと同じ人間から生れたやさしいわが子，わたしのところにおいで，苦
しみをうけて死んだわが子を，ただ悲しみと嘆きだけでしか見鮎・のか。わた
しの心よ，かわいいわたしの子よ，わたしの心は二つに引き裂かれてしまう〉
（マリアはキリストの傷に接吻する）。
〈あ」奉まえは，何をしたというのかαかわい∫子よ，彼らはこのようにおま
えの生命をうばってしまっ一て！　わたしのような悲しみを受げたひとが，ほか
にあるのだろうか。あ∫，あなたがたはもう埋葬しようとするのですね。わた
しはいとし子とお別れしなけれぱならぬ。わたしに悲しみだげをのこして！）
　（I，Big　wy1kom，eyn五idmam　zart，Gebom　Y0n　myner㎜ents－ch－icher
　art！BiB　wy1kom，eyn1ichnam　uBerkom，von　mentsch1icher　mtuer
gebom！GroisBe　freyde　was醐r　u揃enbar，do　ich　reyne　maget
　dich　gebar三nu　sen量cいeyder，・tmdsone　myn，nicht　dan　jamer　und
pyn：・“…ach　hercz㎜y莇，ηu町B　d㏄h㎝屹wey∀on　groi胎n　ja㎜er
　md　liden，synt　nu　ich㎜ich　w㎜d辻miB　scheiden，柵皿㎜yng㎜1ieben
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Kynde）
　（II，0we，0we！was　hoistu　ge伽n，1iebes　kyI1t，das　sie　dich　han
　also　jemmerlich　getoit　l1nd　ermort？
O　we，wer　hot　das　ich　h包㎏n？　ach，wolchen　sie　mich　myt　dir
　begraben？　sail　ich　mich　nu　von　der㏄heyden，das　ist　a11eyn　alle
　myn　leide！）
　中世においては彫刻家は，現代のように，自由勝手に主題をえらび，表現を
放窓に変えることはなかった。彫刻家は，僧侶たちが聖句を前にLて，沈思黙
考し，熱烈な祈りをささげ，瞑想にふけるように，自己の与えられたテーマを
深める遣をたどる。リーメソシュナイダーは，彼と同時代の人々とともに，受
難の信仰に生き，これをいかに彫刻に表現すべきかに苦闘した。彼の作品の初
期から，中期，晩期と見てゆくと，同一の主題を執勘になん度となく試みてい
る。そして，次第に内面への深化をたどってゆく。現代でも中世でもありがち
なことであるが，受難の出来事をことさら，残酷に・写実をよそおって誇張し
た表現の作品はじつに多い。ただ事柄にたより，人間の感覚性や心理性に訴え
るだげでは，作品は分裂俗化に終ってしまう。
　リーメソシュナイダーにとって，顔はげっしてたんなる感覚や印象ではなか
った。それは精神を宿している焦点であった。手や指，人間のすがたも繕神の
〈現われ〉であった。感覚的に感じられる一切のものは，すべて精神的たもの
に統一されていた。この＜マイトブロンの嘆きの群像〉は，きわめて密度の高
㌧・人聞の〈嘆き〉である。われわれにこの嘆きは強く訴え呼びかけはするが，
同時に，われわれの心を和める力となって働きかげてくる。リーメソシュナイ
ダーの彫刻には，さまざまの感情や理性を超えて静かにつっみこむような〈安
らぎ〉がある。どちらかといえぱ，動きの少ない作品であるにもかかわらず，
見る者を内部へ内都へとさそう。おそらく，彼は生涯をこの精神の静かな〈安
らぎ〉に賭けたのではなかろうかとおもわれる。彼は新しいイズムの首唱老で
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も，理論家でもない。彼はドイツゴーチヅク彫刻の最高の完成者であった。彼
はただ黙々と素朴な人々の信仰の情熱とともに生き万人に宿る敬崖な静けさを，
一それは表現しがたいものであるが一比類ない浄化の世界へと高めたので
ある。
　リーメソシュナイダーは，彫刻家として活動したが，一時，ヴユルツブルグ
の市長にもえらぱれた。1525年，宗教改革運動に端を発し，いわゆる農民戦争
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ呂ルス｝ピツ目ツプカミ勃発した。この内乱は，バイエルン地方にも波及し，領主司教は，暴動鎮圧
のために，ヴユルツブルグの自衛軍にも出動を命じた。しかし，市はこれを拒
絶した。拒否の理由は明らかでないが，農民に同情したためであるとい㌦や
がて，暴動はおさまり，市の責任者たちは裁判にかけられた。当時，市の参事
であったリーメソシュナイダーは，責任者の一人として，財産を没奴され，八
十目の入牢を命ぜられた。そのとき，領主司教は，彼の制作を禁じ，今までの
作品を祭壇にかかげることも停止させたと伝える。また一説によれぱ，ふたた
び彫刻ができぬように，腕を折ったともいう。彼がひそかにプロテスタントに
改宗したためでもあるという真偽はにわかに決めがたいが，この；顛を境いとし
て，彼の作品は完全に跡を絶ち，以後忘却されていった。リーメソシュナイダ
ーが再び知られるようになったのは，百年に満たず，後期ゴーチヅク芸術の重
要な存在として，その作品の研究がすすめられたのは，ここ40年来のことであ
るo
　このマイトブロソ〈嘆きの群像〉は，彼の芸術活動の最後の作品である。木
筒をもってたたずむニコデモは，彼の自刻像とつたえる。彼の墓碑にその息子
ヨルゲソが刻んだ肖像と同一である。中世の人々は，絵画や彫刻などに，ひそ
かにある人物に託して，自已の肖像をえがき，その出来事に参与させるという
ことを，よく試みた。これは一種の敬度な態度から出たものである。おそらく，
　　　’｛ツツナソィェスの受難の嘆きを，ニコデモになりきって，．乳香没薬で浄めようとする想
いがあったのであろう。彼自身もまた数奇で悲蘭的な遣を歩んだ彫刻家であっ
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た。ゴーチヅク芸術の最後をかざるリーメンシュナイダーには，どこまでも深
く内面をたどり，一切の悲しみや悩みを超えて〈浄めゆ．く〉意志があった。そ
れらは，彼の全作品を通じてきこえてくる〈魂の静けさ〉である。とくにマイ
トブロンの作品には，青年期壮年期の特有の悲槍な深い襲のあとが消えて，和
やかな〈安らぎ〉が，神秘的といってよいほどにかがやいている。
五
　前にのべたステファソ回ホナーとほぽ同時代に，ケルンで活躍した画家で
rマリアの生涯のマイスター」と呼ぱれている人がいた。実名が明らかでない
ためもあるが，しかし，一生涯，マリアのことばかり画きつづけたがために，
そう呼ぱれたのであろう。中世には受胎告知よりはじまる「誕生劇」，十字架
上で罪のあがないをする「受難劇」，さらにイエスが復活をする「復活劇」な
どが・さかんにおこなわれ・民衆はそれぞれイエスやマリア，使徒などを演じ
た。しかし，聖書の内容の大衆化世俗化をよろこぱぬ教会では，これを禁止
することもあり，一時，ほとんどその遺風はすたれたが，オーバーアンマウガ
ゥ（Oberam㎜ergau）ヴァール（Waa1）などに四年に一度上演し，世界各地
から人々が集る。しかし，今目ではこのような受難劇が少しずつ復活し，シ三
ワーベソ州のハイデソハイム（Heidenheim）の古城の僧院では行われている。
中世の素朴な人々は，聖書をよんだり，議論したり討議したりはしたかったが，
人問の存在の奥底にあるものに直視し，自己の魂の動きにしたがって，自已の
道をきり抜いていった。それは，たまたま受難劇などから，さらにさまざまの
…貝　テール
神秘劇などになっていった。その根底には，宗教的神秘に参与するという心持
があったことを忘れてはならない・それは・民衆が現実の眼に見える姿で神秘
とその行為を劇として確めようとすることであるが，しかL，それより前にあ
るいはそれとともに，ミスティカーたちの祈りと瞑想がしづかな合一の遣を目
ざして苦闘していた。つぎの詩は，ドイツのミステ手カー，マイスターエヅク
68P
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ハルトの詩といわれるものであ乱
お土わが魂よ
出でて神の中に入れ』
すべてのわが自我を神の無に沈めよ，
根源たき深き流れに沈め！
われなんぢの前にのがるれば，
なんぢはわがもとに来り給う，
われを忘る∫とき，われはなんぢを見出す，
お⊥存在を超えし善よ！
（0sele　myn
genk　Vs，Got　in，
sink　al　myn　icht
in　Gotis　nicht，
sink　in　di　grunde1ose　flut！
fli　ich　von　dir，
du　kumst　czu　mir，
vor1ise　ich　mich，
so　finde　ich　dich：
0ubirweseliches　Gut．
　ミスティックは永遠なものが，有隈な人間の中に内在することを立脚点とす
る。それはあくまで自己の体験内証であるから，教義にしたがって信仰するこ
ととちがってくる。それゆえ，神学ともちがい，哲学でもあり得たい。まLて，
合理的な理論ではなく，神との関係にたいする自已の精神の全体性の問題とな
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るのである。無隈定の神との人格的関係を明らかにしようとする行為ともいえ
る。そこには，一定の神秘主義のあらわれが生ずる。エヅクハルトが神を荒野
にたとえる比楡も，無限の広さをいわんがためであ飢一切の媒介，教義も言
葉もすてて，自己自身が直接神と向い合い対話しようとする意欲をもつとき，
今までにない生気にみちた新しい体験の情熱が湧く。ここに，ミスティカーの
みならず，彫刻や絵画で美の表現を求める芸術家も，受難劇の作者も，一般の
中世の民衆も，夢をいだき，それを信じ生きようとするのである。そこから，
体験としての美が生れ，倫理が関係を立てなおす結果となる。最後に，女性の
ミスティカーであったメヒティルド　フォソ　マグデブルグ（Mechtildvon
Magdeburg）の祈りの詩をあげる。
愛は五つのものによりて神を讃美す。
お∫たんぢ，なんちの施Lを注ぎいだす神！
　　　　　　　　　亘ソネお土なんぢ，なんぢの愛（Minne）にあふるk神
お∫なんぢ，なんぢの愛と一つに融け合う神！
お∫たんぢ，わが胸に休らう神！
なんぢ汰くしては，もはやわれは生きじ！
主はかく語る，〈世界の始めより，われはなんぢを求めきたれり。われはな
んぢのものなるごとく，なんぢはわがものなれかしと。この二つのつよき願
　　　　　　　　　…ソネいが，ともにありて，愛（Minne）は完きものとたる〉。
　ドミニコ派の尼僧であったメヒティルドの神秘には，女性特有の感清のはげ
しさがあるとともに，ルカ福音書にえがかれ，伝えられているマリアの体験を
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も髪髭させる。r神性のあふる∫光」第五書の39で，「神は言葉にあらわしがた
い告知をもって，マリアの心にふれ，彼女をかがやかしく照出したので，われ
らの女性（マリァ）の顔の前に，聖なる三位性（Drelfa1t1gke1t）の崇高な反照
が映えている」とたたえている。
神はたえず（その光をもて）そ！ぎ，
すべての度ましき者をみたす，
すべての他のものにも永遠に
そのかがやきと栄光を与う。
　それゆえ・rわれらの女性（マリア）の反照は」，神がマリアの純潔と謙虚の信
仰にあたえたものが，一切の存在をも聖化する根源となるのである。おそらく，
マリアの生涯を芸術的に表現した人々も，エヅクハルトやメヒティルドと同じ
ような神秘体験の場に立とうとしたのであろうし，またその作品を祭壇や壁上
にみる一般の人々も・やはりそのような神秘の体験をともにする想いで見つめ，
祈りをささげたのであろう。
　古代から無数の宗教が，女神像，母神像を彫刻や絵画にあらわしてきたが，
キリスト教は独特の道をとおって，聖母像を刻み，芸術においてのみならず，
多くの伝承をも創み出して，崇敬がささげられた。戦乱と破裏，病気，飢餓，
その他多くの生活の病患や不安にさらされながらも，聖子をいだいて徴笑む聖
母のすがたに，中世の人々はげっして人聞の希望を忘れなかった。マリアに永
遠の希望の告知を感じた。それゆえ，時代の一切の希望が断たれても，なお生
きつづげる人間の根源的な願いであり，希望でもあった。その根強さは，理論
的神学やさまざまの学的批判を趨えていた，それゆえ，たんに美の抽象の芸術
化ではたい。イエスとともに悩み苦しむ人格的な人間像母性象であるマリアヘ
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の窮局的関心は崇高性と優美が人閻の中に生れなけれぱならぬとい’う信仰にほ
かならない。その意味でも，マリアに神の反照を見る入々は神と人間の閻の神
秘の関係をすべてのものの上に還元してみることができた。各時代，それぞれ
の人が胸に，聖母像をえがいてきた。近代の神秘的ロマン派の詩人ノヴァーリ
スはつぎのように歌っている。
マリアよ・なんぢをうるわしく表わせる
幾千の象をわれは見る。
されど，わが心にいだくなんぢにまさるものほかにあらじ。
（Ich　sehe　dich　in　tausend　Bildem，
Maria，lieblich　augeωck亡
D㏄h　keins∀on　allen　kam　dich　schi1dem，
Wie　meine　Seele　dich　erblickt．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1968年8月30目）
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